
地震に備えて家具の転倒防止対策を行ないましょう 

 

平成 23 年 3 月 11 日、マグニチュード９．０という巨大地震が、発生したのは、記憶

に新しいところだと思います。南関東で 30 年以内に大地震が起こる確率は 70%！と言

われています。 

身近なところから、安全を確保しませんか。 

 

● まずは安全空間の確保！ 

家具の置き場所や置き方を見直し、室内の安全空間を確保しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 家具転倒防止の必要性 

 

新潟県中越地震で負傷された方の約４

割が、家具の転倒や家具からの落下物に

よるものであったとされています。 

また、気象庁発表の震度階級関連解説

表によると、震度５弱で『家具が移動す

ることがある』とあり、震度４でも『座

りの悪い置物が倒れることがある』と記

載されています。 

たとえ建物が無事でも、家具が転倒す

るとその下敷きになってけがをしたり、

室内が散乱することにより逃げ遅れてし

まったりする場合があります。 

特に、背の高い家具や重量のある家電

製品は要注意です。家具の転倒・落下防

止対策を万全にして、家庭での被害を防ぎましょう。 

 

 

 

 

 

＜チェックポイント＞ お部屋の中をチェック！ 

□ 寝室・幼児・高齢者のいる部屋には家具を置いていないか。 

□ 部屋の出入口付近や廊下階段などに家具類を置いていないか。 

□ 地震時の出火を防ぐため火気の周辺に家具を置いていないか。 

□ 家具の上にガラス製品やテレビなど落下すると危険なものを置いていないか。 

□ 重いものを下のほうに収納し、倒れにくくしてあるか。 

□ 前のめりより、後ろもたれ気味に家具を置いているか。 



金具で壁と直接

ネジで留める 

今すぐ出来る家具転倒防止器具などの設置例 

 
家具転倒防止器具の設置効果は,家具,天丼,壁及び床などの材質や構造により変化し

ます。 

また、家具の上下 2 箇所を器具で固定すると,片側だけで固定するときよりも高い効

果があるといわれています。 

なお、ここに紹介した以外の方法で家具を固定する器具も市販されています。 

 

 
 

 

 

● 自分でできない場合は、専門業者にご相談ください 

【工事連絡先】 

○流山建設業協同組合☎７１５８－５６８０ 

○流山商工会議所（流山市耐震補強支援センター）☎７１５８－６１１１ 

○流山市シルバー人材センター☎７１５５－３６６９ 

○千葉土建一般労働組合流山支部☎７１５０－１９６６ 

 

※工事を依頼する場合は、必ず見積りをとり、工事金額を確認しましょう。 

 

流山市 都市計画部 建築住宅課 

電話 ０４－７１５０－６０８８ 

お問合せ 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

壁 に強 度が

足 りな い場

合 は当 て木

を付け、ネジ

が 抜け ない

ようにする 

上下に分かれている家

具は金具で連結する 
突っ張り様式の器具は、

天井の強度を確認して

使用する 

金具で壁と直接

ネジで留める 

 

突っ張り棒を使うと

きは、家具の下部も

固定するとより効果

的 

家具転倒防

止板を挟み

込む 

ガラス扉な

どは飛散防

止フィルム

を張る 

扉は開かな

いように留

め具を付け

る。 

ピン類は飛び出

さないようにス

トッパーを付け

る 

キャスターは移動しないように

する 

粘着マットを付

けるときは、上部

にも器具を付け

るとより効果的 

転倒防止対策の一例 


